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ス（Иван Михайлович Гревс. 1860-1941）の門下生として，師グレヴスの
人脈などを頼りに，古典古代哲学史の傑出した研究者，ソロモン・ルーリ




















ヴァヴィーロフを長に1932年 5 月に発足，全体集会は 4 回開催している。
生物学史セクションは高名な生物学者=植生学者で，ソヴィエト政権と
























サンドル・ラーツィク（Александр Александрович Радциг. 1869-1941）『蒸
気タービンの歴史』，同『ヴィクトル・キルピチョフ（Виктор Львович 
Кирпичёв. 1845-1913）の業績に関する科学史・技術史資料』など15冊刊

















































（Дмитрий Дмитриевич Иваненко. 1904-1994）を招いて，「量子力学の発展」
と題する講演会を開催するなど，全部で講演会を 4 回開催している31）。
　農業史セクションでは，ナターリャ・フリットネル（Наталья Давидовна 












































Кулибин. 1735-1818）の業績に捧げられた論稿 3 篇などを出版した。こう
した刊行事業と並んで，『技術史全史』の本格的な編纂がはじまった。物
理学史=数学史セクションでは，ゲアハルト・ハーリヒ（Gerhard Harig：









Комаров. 1865-1945）の「ヘッケルと進化理論」など 4 篇が出版されたが，







カイヴ』の第 2 巻，第 3 巻，第 4 巻が刊行された。また，『レオンハル
ト・オイラー記念論文=資料集』，ルーリエ『古代原子論者における極小の
































































































で，早くも，第 1 ～ 4 巻までの構想を固めている。それによると，第 1 巻
は序と階級以前の社会を扱い，ブハーリン（序）と高名な歴史家=考古学





（Евгений Алексеевич Косминский. 1886-1956）が，レニングラードでは
文化史家のパーヴェル・シチョーゴレフ（Павел Павлович Щёголев. 1903-
1936）が“執筆者部隊”を率い，第 4 巻は東方における封建時代を対象に
国立エルミタージュの学芸員などが執筆にあたることになっていた。この

























シーリエフ，ヤーコヴ・ウラノフスキー（Яков Маркович Урановский. 
1896-1936）が逮捕された。ブハーリンは，高名な電気工学者，昔からの
“レーニンの戦友”で，当時科学アカデミー副総裁であったグレブ・クル
ジジャノフスキー（Глеб Максимилианович Кржижановский. 1872-1959）

















































　1936年 9 月にブハーリン本人が訴追されることとなり，1937年 2 月27日
に逮捕，1938年 3 月15日銃殺された72）。第 2 代所長となった経済学者，経
済分野の政府高官にして科学アカデミー会員のヴァレンチン・オシンス




だれも引き受け手が現れず，研究所は閉鎖のやむなきにいたり， 3 月 5 日
付科学アカデミー幹部会布告をもって正式に閉鎖された74）。
　物理学史の分野で健筆を振るった亡命ドイツ人物理学者ハーリヒは1934
年 3 月以来働いていたこの研究所から1936年 6 月 7 日付で解任された。彼
は研究所員の眼から見た研究所移転＝閉鎖の混乱ぶりを次のように証言し
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